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Fat has twice as much caloric value as carbohydrate or protein, and its role as 

a caloric source is well known, however, fat is not only significant as variable element, 
but it also plays an important role as a composing factor of tissue cells. 

The importance of fat as a constant element was more definitely clarified by the 
discovery of the essential fatty acids. The fat emulsion which was produced in our 

laboratory was composed of sesame oil containing abundant essential fatty acids, and 

could be infused intravenously. 
In present paper, the influence of fat, especially of essential fatty acids, on the 

wound healing was investigated by intravenous infusion of this fat emulsion or oral 

administration of sesame oil, and the significance of fat as a constant element was 

also investigated. The following conclusion was reached: 
1. The administration of sesame oil accelerates markedly the wound healing. 

This effect is mainly due to the essential fatty acids which are contained in sesame 

oil. 
2. These facts show that fat plays a important role as a composing factor of 

tissue cells, i. e. the constant element. 
3. The mobilization of d句otfat caused by surgical stresses can be explained 

as a reasonable stress response. 

第 1章緒 言
意義を有するのみでなく，更に脂質は組織細胞の構成

並びにその正常機能の遂行にも大きく関与しているも

ので，換言すれば脂質はまた非熱源的な役割をも果し

ているものである．

このような脂質の有するConstantelementとして

脂質は糖質並びに蛋白質に倍する熱量価を有しp そ

の熱源的な役割については従来良く知られて来た．併

し脂質は単にこのような Variableelementとしての



3314 日本外科宝函第28巻第8号

の意義も近時各方面から次第に明らかにされつつあ

りp 例えば組織細胞の構成基本単位も脂質と蛋白質の

複合体である脂蛋白であることが明らかにされるに至

ったし38)92），またこれが細胞膜p 原形質膜87)＇核膜 19)

87），ミトコンドリア膜11）の形成にも与仏更に赤血球

抵抗54）＇皮膚毛細血管 45），肺毛細血管61）の透過性にも

大きな影響を及ぼすことが明らかにされるに至った．

また Pearsonand Panzer66＞は脂質を全く含有せ

ずp 蛋白質p 糖質のみからなる食餌を試獣に投与した

際にはp モ：1二＂~~養素を共に含有した食餌を投与した場

合に比して Phenylalanine,Varine, Lysine, Meth-

ionine等のアミノ酸類の排池が異常に増加する事実を

認めP 体構成分の崩壊を防ぐためには蛋白質と共に脂

質の充分な補給が必須条件であるとしている．

ところでP 以上のような脂質の有する Constant

element としての意義の重要性は次に述べる不可欠

脂酸の発見によって更に一層明確化されるに至った，

即ちP Evans and Burr (1926), Mc Amis et al. (19 

29)51）其の他7）は厳重な脂質欠乏食餌によって飼育し

たラットの生長はやがて停止しp 生殖不能となり p 特

有の皮膚変化及び尾部の壊死脱落を来し，更に肝p 腎

等の臓器の出血性変化すらも招来し，遂には試獣の死

をみるようになることを見出したが，これは脂溶性ピ

タミンである VitaminA及びDの欠乏によるもので

はなく円不可欠脂酸あるいは必須脂酸（Essential

fatty acid, EF A＞と呼称苫れている生体内では全く

合成され得ない不飽和！］旨酸即ちリノール酸，アラキド

ン酸等の欠乏によるものであることが今日明らかにさ

れるに至った. 5)8)9)16)18)26）抑制80)91)

而してこの不可欠脂酸こそ Constantelementとし

ての役割を果しているものでp Sinclair81>82＞は不飽和

脂酸を与えた際には体内不飽和脂酸は容易に増加する

のに反してP その欠乏による体内不飽和脂酸の減少は

極めて起り難いことを示し，不可欠脂酸が生体組織の

構成に与っている可能性を示唆しており，更に只、，・an-

sonBB＞は細胞膜， ミトコンドリア膜p ミクロゾーム中

に含有される脂質構成脂酸について詳細な研究を行

い，これに大量の不飽和脂酸特にアラキドン酸がその

構成に与っていることを明らかにした．

斯くして不可欠11,1峻はまたミトコンドリアに於て行

われる各荏酵素の働きにも密接な関連性を有すること

も知られるに至った.6)7)47)94) 

また腫蕩組織のようにその発育の旺盛な組織では不

可欠脂酸の消費が冗進するし84河川全身の結合組織の

形成にも不可欠脂酸は大きく関与しているものとされ

るに至った.70)79) 

創傷の治癒がその周囲組織からの新生によって果さ

れることはし、う迄もないがy 従来これに対しては蛋白

質の及ぼす影響のみが重要視されて来た．併し上述の

ように組織細胞が脂蛋白によって構成されP 脂質は蛋

白質と共に組織の構成に大きな役割を果し，而も脂質

特に不可欠脂酸が組織の生長p 結合組織の発育に大き

く関与していること等が明らかにされるに至ったから

には，蛋白質問様脂質もまた創傷における組織の新生

あるいは再建に大きく関与しているものと考えぎるを

f専ないのである．

われわれの教室で創製した経静脈注入可能なゴマ油

乳剤はp 不可欠脂酸を多量に含有するゴマ油の乳化態

であるから（第 l図），本研究においてもこのゴマ泊乳

剤注入法あるいはゴマ油の経口的投与法を駆使するこ

とによってF 脂質就中不可欠脂酸の創傷治癒に及ぼす

影響を追究すると共にp 併せてこれにより Constant

element としての脂質の意義を解明しようと試みた

わけである．
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第 1 図

第2章実験方法
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第 2 図 第 3 図 第 4 図

1. 創傷抗張力の涜Jj定

従来創喜善治癒に関する研究は数多く報告されp その

組織学的検索法についても古くから（Ziegler1874, 

Marchand 1901）報告がみられる．而してその治癒

経過を数量的に表わす手段としても Carrel(1910) 10>, 

Du Nouy (1916)21)，奥田 (1932）臼｝，抑制等の種々 の

方法が考案されている．

また Howes41lによって考築されF 木研究に於ても

採用した創傷抗張力の測定法もp 要は組織の抗張力が

創傷の総合力を示すものであるという事実に由来する

ものでp 一般に抗張力は初め数日聞は創箇聞における

彦着物質によって左右されるが，その後は創傷におけ

るCollagen線維の発達と略々平行することが明らか

にされている20).

而もこの抗張力の測定方法にも亦いろいろの方法が

あり， Howesによる皮尉切創をこれに直角の方向に

細長い短冊形切片として切り取り伸展機にかける方法

やP 胃壁42），腹壁50）に切創を作りその内陸に空気或い

は水等を圧入して破裂させる方法p 或いは生体に麻酔

を施し，切創をそのまま左右に牽引してI多聞させる方

法均等がその測定に適しているといわれている．

従ってp 本研究に於て も第 2図に示すような長さ約

4仰の皮胤切創を矢状線と平行に作製し，その中央部

で約l.5cmの間隔をおいて 6号絹綿により 2針縫合を

行いp この皮！脅切創の抗張力を測定した．

抗張力を測定するに当つては第3図に；示すように正

確に lcmの間隔に鋭利な双を有する道具によってP 2 

つの縫合線の聞から巾 1αEの切創に直角な方向に細長

い短冊形皮踏切片を切り取り，これを第4図に示す伸

展機に設置してP 砂による 6.Sgper min.の加重牽引

を行しv 皮尉切片の癒合部地：断裂した時の砂重量から

滑車抵抗を除去した値を以て，この切創の抗張力と定

めた．

またp 創傷の感染予防のため切創作製後 3日間水溶

性 Penicillinの一定量を背部筋肉内に注射した．

2. 組織学的検索

染色法としてはエオジン・ヘマトキ ンリン染色並び

に VanGieson染色法を行った．

第 3章実験成績並びに考按

1. 1iH量自P f氏熱量食餌投与の家兎に於げる創傷治

癒に及lますゴマ油乳剤注入の影響

脂質が著明な蛋白節約作用を有することは既に知ら

れているが66)72)74)75)96)I 教室の塚田町j，長64），久山4~ ）I 

花房32）等も脂質乳剤を使用することによって，斯る事

実を動物実験的並びに臨床的に明らかにした．

併し，このような脂質の低蛋白低熱量食餌投与下に

於ける蛋白質節約作用も，従来考えられて 来たよう

な，ただli￥.なる脂質の；：？！・嚇的な作用のみに帰すべきも

のではなし同時にまた組織細胞を構成する Constant

elementとしての脂質の補給油：斯る際の細胞の崩壊

に防止的に作用している ζ とも見逃せないように思わ
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れる．このような点について本実験においては創傷の

治癒状況から検討を加えた．

即ちp 付、重 2同前後の雄性~~~兎を予め後述の標準飼

料（第 1表）によって約 l～2週間飼育し，その中か

ら体重のほぼ安定したものを選んで実験に供した．と

第 1表体重約2kg家兎に於る標準飼料の含有熱量

生草 ； 150g・ 51.87Cal 

フスマ； 80g !58.74Cal 

熱量総計； 210.31℃al 

ころで胃切除のような手術侵襲が人体に加えられる時

It，手術後患者は手術前の略々80°0程度に迄体重の減

少を来すのが普通であるからP これに相当した状態を

試獣に惹起する目的でP 試獣を 6日間絶食させて健常

時の体重の80%程度にム体主が低下した状態ドlこ試獣

を陥入らしめた後p これに皮肉切創を作製しp それと

同時に標準飼料（生草150g，含有長白量5g，熱此25.5（瓦I.

フス＜80g，蛋白量11.6g，対量!84.5Cal，含有蛋白量総計

16.6g，熱量総計2!0Cal）の略々 1/3相当量の蛋白質並び

にji'lt量を含有する低蛋白P 低熱量飼料（生草75g，含有

蛋白量2.5g，熱量12.SCal，フス＜27g，合有蛋白量3.9g熱

量6:C.3Cal.合有蛋白量総計6.4g，熱量総計75.J('aJIの投

与を行った．而してこれを 2群に別ちp 一方には経口

的食餌投与と同時に体重毎kg当り20%ゴマ油乳剤の

6.6eeを糖，ピタミンと共に耳静脈から連日注入し，対

照群に対してはゴマ泊乳剤投与群に投与したと同量の

水分P 糖p ピタミンを経静脈性注入によって投与した

（第2表）．

然るに第5図に示すよろに 6日間の絶食という前処

置によって実験前のほ＞＇ 80%程度に迄一旦減少した作

重は，低蛋白低熱量食餌の投与開始と同時に両群共に

増加し始めるがp ゴマ治乳剤注入の方が這かに対照群

% 
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第 5図低蛋白P 低熱量家兎の体重曲線

一一；ゴ＜1'1由乳剤注入群

一；対照群

に比べてその程度が著明でありp 且つそれに相応して

皮膚切創の抗張力増大の程度も第3表並びに第6図に

示すようにp ゴマ泣乳剤注入鮮の方が対照群に比べて

透かに著明でp 特に 6～ 8日tl.fむこ於て両群の差は判

然と認められるようになった．

このような創傷治癒の状況を両群について更に組織

学的見地から比較すると） 2日目には既に両群共創面

間の謬着物質への肉芽組織の著明な侵入が見られる

が，まだ Collagen線維は証明出、＋：：・r，而も両者間の

差も左程著明でない 4日目に至ると両群共創面聞は

線維芽細胞によって充満されるがp ゴマ油乳剤注入群

の方が対照群に比べてその数も多しその増生が活滋

に行われている． 6日目に至るとゴマ泊乳剤注入群の

線維芽細胞は刈l照群に比べてその配列が一様となり，

細い Collagen線維が創面間に充満しp 明らかにゴマ

油乳剤注入群の方ボ対照群に比べて組織J主的にも創傷

の治癒が促進されている．更に 8日目に至ると両群共

に線維芽細胞は可成の成熟を示しp 6日目像に比較し

第2表低蛋白p 低熱量家兎に於る食餌投与並びに注入薬剤

Wounding-

ft 餌

Fat emulsion infused 
group 

Control group 

絶

j 6 days before m』l1l

ヰ

食 ｜低蛋白， (L~Ji'I~ :jj:食餌（生草；市司フスマ；勾）投与

I Fat emulsion 
るU00glucose solution Zee 

Vitamins 

5% glucose solution 9.5Iee 
50% glucose solution 2.46ee 
Vitamins 

Vitamins : Vitamin B1 20皿g,VitヨminB2 !Omg, .Nicotinic acid 20田g,Vit乱minC可 40mgand 

:¥Icthionine 20mg 
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第 3表低蛋白，低熱量食餌投与家兎に於ける腹部皮膚切創抗張力測定値

Days after wounding I 

一一 I 2 '¥o. of animals _I 

Fat emulsion infused group 
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第6図低蛋白P 低熱量家兎の切創抗張力曲線

・一一・；ゴマ泊乳剤注入群

－；対照群
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てその輪郭は不鮮明となり数も減じて来る．而してこ

の際もゴマ油乳剤注入群の方が対照群に比べて成熟の

程度が優っているようである．また Collagen線維の

発達も明らかにゴマ油乳剤注入群の方が優っている．

10日目に於ても対照群に比べてゴマ泊乳剤注入群の線

維芽細胞の成熟が著明である．市して両群共に既に著

明に発達した Collagen線維によって創傷は満たされ

るが，なお対照群はその発達がゴマ油乳剤注入群に比

べて遅れている．併し16日目に至ると両者共に略々発

達した結合組織線維によって創傷は満たされ，組織学

的には両群の Collagen線維増生の程度にも最早殆ん

ど差異を認め難いp 併しその発達の程度に大きな差の

存在することは前述の抗張力の測定成績より明らかで

ある．

以上の実験成績は低蛋白，低熱量食餌投与下にある

試獣に対しp 熱量的には殆んど問題にならない程度の

僅かな量の脂質の補給によってもp 創傷の組織再建は

著しく促進され得ることを物語って居り，従って脂質

補給の Variableelement としての効果のみを以て

以上の事実を説明することは出来ず，そこにはどうし

ても脂質の有する Constantelementとしての役割を

充分に考慮すべき必要性のあることを示唆してい弓．
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第4表 Compositionof diets 

Fat-free diet J l民sameoil con句 in巴d街

Casein 2」g I s3附 alI c出白 24g I 83.04Cal 

I Sesame oil 20 I 180.0 
Potato starch 

Salt mixture 

Vitamin mixture 

71 237.14 i potato starch 17.2 ! 57.14 

5 

第 6表

salt mixture 

Vitamin mixture 

5 ! 

第6表 l
Total calorie 320.18 I Total calorie I 320.1s 

2. 脂質欠乏食餌並びに20r;oコマ油含有食餌によ

って飼育したラ吋トの創傷治癒状況の比較及

び VitaminBG併用の意義

前項の実験に於ても明らかなようにp 熱量的にみれ

ば殆んど問題にならない程度の量の脂質を補給しで

もP 確かに脂質の補給は創傷の治癒を著しく促進L,

組織の新生あるいは再建に大きく寄与していることを

立証した．

即ち，脂質はVariableelementとしての熱源的な

作用を有するのみならず，組織細胞の構成並びにその

正常機能の遂行にも大きな役割を果しているものでP

換言すれぼ Constantelementとしての意義を有する

ことを示している．

そこで更にこの点を詳細にする目的でp 脂質欠乏食

餌並びにゴマ油含有食餌によって飼育したラットの創

傷治癒の状況を検討し，併せてこの両群の肝における

不可欠脂酸の含有量をも比較検討した．

また 11~必するように不可欠脂酸のft ，却に大きな関係

を有するVitamin＆をも併用した場合についても同

様に検討しp 脂質の Constantelementとしての役割

を果すものが不可欠時国主に由来するという事実を明確

にしようと試みた. ~p ちP 不可欠脂酸であるリノール

酸p リノレン酸p アラキドン酸のうちアラキドン酸の

みは夢J物界固有の脂酸であり，而もアラキドン酸は前

二者に比べて生体に及ぼす作用が極めて強くの30)32)'

また生体内に於てリノール酸からアラキドン酸への転

換が行われ合成され得ることが認められている39)40）則

的60）倒的.Deue[!Slもリノール酸， リノレン酸の形で

摂取された不可欠脂酸が生体内に於てアラキドン酸に

転換された後，初めて活性型となり不可欠脂酸特有の

栄養学的効果を発揮するに至るものとしていろ．

また他方， Vitamin＆が不可欠脂酸と極めて密接

な関係を有することは VitaminBG欠乏による皮膚変

化並びに Acrodyniaが賄質欠乏によるそれと緩めて

良く類似しており3 而も前者が脂質投与によって3 後

者が VitaminBsの投与によってある程度迄治癒する

ことなども知られるに至った2)3)18)37)53)76)78）.而して

その後羽Tittenand Holman97l並びにその他の研究者

約 40）切によってP Vitamin Bsは不可欠脂酸の生体内

代謝に大きく関与し，リノール酸からより高度な不飽

和脂酸であるアラキドン酸への転換にそれが大きく関

与していることが明らかにされている．

本実験に於ては雄性の純系 Wistar 系ラットを試

獣として選び，これを4群に分ちp 第 1群及び第2群

には第4表に示すような糖質，蛋白質のみからなり全

く脂質を含まない食餌を投与しp 第 3群並びに第4群

にはこれにリノール酸を含有するゴマ油を添加した食

餌を投与したがp 何れの食餌に於ても食餌の有する総

熱量並び、に蛋白含有量は同ーとした（第4表）．

また更に第2群並びに第l併にはVitaminmixture 

の経口的投与の他にVitamin＆を 1日lmgの割合で各

試獣に皮下注射によって追加補給した．而して各群何

れも斯る食餌で12週間飼育した後3 試獣の腹部皮膚に

作製した切創の抗張力をさきに述べた実験と全〈同様

な方法で測定すると共にp エオジン・ヘマトキシリン

染色並びに VanGieson ;1~ 色に よってこれ等創傷の組

織学的検索をも併せ行い，線維芽細胞の発達， Coll-

a gen線維の形成を比段観察した．

各群の生長曲線は第 7図に示すようにゴマ油合有食

餌群③④がほぼ直線的に発育するのに対して，脂質欠

第 5 表

Salt mixture 

Nacl 

NaH2P04 

KzHP04 

CaH 11 P0,)2・H20 

（可札llact. 

l¥I日S0.1

K.J 

(by McColluml 

17.3g 

31.7 

95.4 

51.0 

139.0 

26.6 

10:0 
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第 6 表

Vitamin mixture 1 per fat-free food lOOg) 

biotin 

folic acid 

thiamine HC'l 

riboftavine 

ca. pantothenate 

pyridoxine HCl 

nicotinic acid 

choline HCl 

inositol 

Bii 
c 
K 

A 

Dz 

E 

15,11g 

IOOμg 

600μg 

750μg 

1500μg 

750/ig 

6mg 

lOOmg 

300mg 

0.2γ 

33mg 

0.4mg 

540 i. u. 

45 i. u. 

0.2mg 

乏食餌群①②は初めの 2～3週間は略々正常に発育す

るが，その後次第にその体重増加の程度が少なくな

り， 8～10週に至ってその体重増加曲線は殆んど水平

となる．これはGreenberget al.29Jの所見と極めて良

く一致している．

また脂質欠乏食宮lfltf:}.＇！ にあってはVitaminBG併用

の効果が全くみられないのに反して，ゴマ油投与群③

TにあってはBs併用群④の方がBs非併用群③に比べて

遥かにその生長は良好で，明らかに＆併用の効果が認

められる．切創抗張力の測定値（第7表）並びにその平

均曲線第8図に於ても脂質欠乏群＜IY2・はゴマ油投与群

③④に比べて創傷の治癒が著明に遅延しているのがみ

られy 而も脂質欠乏群にあっては＼＇ itamin＆併用の

効果が全くみられないのに反してP ゴマ油投与群にあ

ってはBs併用の効果が顕著に認められた．

更に以上の事実を組織学的に険討するとp 3日目に

は既に何れの群においても創面は線維芽細胞並びに毛

' 
250 '<) 

200 

150 

JOO 

50 

JO ll 12 II "h  

第7図純系 Wistar系ラットの生長曲線

① • · ···•；無脂質食餌による飼育群
② ι一ーーム；無脂質食餌による飼育並びにVitamin

Bs投与群

③ ．－・ ；ゴマ油合脊食餌による飼育群

＠ ノ一一：；ゴマ油含有食餌による飼育並 びVita司

minBs投与群

細管茅蹴からなる新生肉芽組織によって占められ，各

群の聞にこれといった著明な差異は認め難い．併しゴ

<ti由投与群就中 VitaminBs を併用したものに ！j~ては

線維芽細胞の数が多いように思われる．なお Collagen

線維は何れの群に於ても未だ充分には認められない．

6日目に至ると線維芽細胞はゴマ油投与群特にBs併用

群に於て，脂質欠乏群に比べてその数が多く認めら

れp 脂質欠乏群ではBs併用群と非併用群の間に全く差

異を認め難い． Collagen線維の形成はゴマ油投与群

特にBs併用群に於て，脂質欠乏群に比べその増生が透

かに良好である（第9図）． 9日目に至ると脂質欠乏群

はゴ＜￥由投与群に比べて線維芽細胞の成熟の遅延が著

明であり（第10図），多数の未成熟な細胞がみられる．

ゴマ油投与群の線維芽細胞は一様の配列を示し，結合

織化への傾向が大きい．ゴマ袖投与群の Collagen線

第 7表純系 Wistar系ラットに必ける腹部皮膚切創抗張力測定値（平均）

After incision days 
3 6 9 12 15 

脂質欠乏群
40 

脂質欠乏並びに VitaminBs投与群 75 120 ! 250 325 

ゴマ油投与群
47 149 405 I 440 

ゴマ油投与並びに Vitamin＆投与群 120 220 I 391 476 I -1つI ::i 白

(a unit : gram〕
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500 

400 

12 15 
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第8図純系 Wistar系ラットの切創抗張力曲線

① A ・・.....；無脂質食餌による飼育群

＠ 

②ムー－6 ；無脂質食餌による飼育並びにVitamin

＆投与群

③ ．－－・ ；ゴマ油含有食餌による飼育群

③ O一一0；ゴマ泊含有食餌による飼育並びに
VitaminBs投与群

維は既に著明な発達を逐げており p 創面問は大きな太

い Collagen線維によって満たされている． これに対

して脂質欠乏群ではその発達の遅延が著明である. 12 

日目，ゴマ油投与群にあっては既に著明な線維芽細胞

の減少を示しておりp 特にBs併用群に於て著るしい．

これに反して脂質欠乏群は未だ未成熟な線維芽細胞を

散見する. Collagen線維は脂質欠乏群p ゴ？？由投与

群共に発達しp 両者の差異はやや認め難くなる.15日

目p 創傷の結締組織化は略々完成してp ゴ'7fj由非投与

群にあっては時になお未成熟な線維芽細胞の遊残する

のを散見する所もある． Collagen線維の発達の程度

はゴマ油投与群と脂質欠乏群との間に差異が殆んど認

められない．

第8表 ゴマ油投与及び脂質欠乏ラットの肝

脂質に於ける中和価並びに沃素価の

比較

_ _ \Ne;;ti:ali叫竺吐望~
ゴマ泊投与群 i 1s1 I 145 

脂質欠乏群 1 11s I 123 

第 8表は脂質欠乏ラット及びゴ7fl由投与ラットの肝

脂質の中和価並びに沃素価を示したものである．中和

価は両者略々等しいのに対してF 沃素価はゴ'711由投与

RAT LIVER 
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t 6 争札 ＂ 16 .世 唱島16
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SESAMEOIL E同λ. F.r Fl¥εE DIεγ 

第 11 図

ラットは脂質欠乏ラットに比べて著るしく 高くp 不飽

和脂酸含有量が透かに多い事を示している．更に第11

図はこの Paperchromatogramであるが，ゴマ治

投与ラ ットは脂質欠乏ラットに比べ肝臓中不可欠脂酸

含有量の多いことが明らかに示されていてp 而も生体

内でも他の栄養素から合成され得る不可欠脂酸以外の

脂酸については両者の聞に著明な差異は認、め難い．

以上の所見によって不可欠脂酸の欠乏が創傷治癒特

にその Collagen線維の新生を大きく阻害することは

明らかでp 而もこのリノール酸の生体内代謝に密接な

関係を有する VitaminBs併用がゴマ泊投与群にあっ

て著明な効果を示したことはp 斯る創傷治癒に及ぼす

脂質 （ゴマ泊）投与の効果の本態がp 換言すれば脂質

の有する Constantelementとしての役割を果すもの

が脂質の中でも不可欠脂酸の作用による事実を更に一

層明確にしたものということが／l','f:る．

3. 腎切除を行った犬にコマ油芋L剤を経静脈性に投

与した場合の創傷に及！ます影響

脂質特に不可欠脂酸は生体内 Cholesterolと密接な

関連性を有し・16り ひいては Cholesterolを母体として

生体内で産生される各種 Steroidhormoneの代謝に

も密接な関連性を有すること が憶測されp 現に教室の

松田56）＇長瀬61)，牧＂＂＇は脂質特に不可欠脂酸が副腎皮質

機能と早密接なつながりを有する事実を指摘している．
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第 9 図

脂質欠乏IA,'，ゴマ油投与（鴎p ゴマ泊並びにVitamin

136投与（C）ラットの VanGieson染色による 6日目創傷

組織像．脂質？；之像：こ於いて Collagen線維（赤治）の

著明な形成不全が認められる．ャー ；切創中心線）

A 

一一一一一一←ー，．．圃ー－ 一司・－ー－・崎町．ー・・－・

B 

， 

c 

第 IO 図

脂質欠；~L＼＇，ゴマ油投fE，コeマ油並びにVitamin

Bs投与（C）ラット H.E.染色による 9日間創傷組織除．

脂質欠乏像に於いて細胞の未成熟が著明である．

(-- ；切創中心線）
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第12図 胃切除術施行犬に於ける体重並びに切創抗張力の比較
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第9表 胃切除施行犬に対する食餌投与並ぴに注入薬剤

gastrectomy & incision 

Days -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

食

+:::17g(60 cョllper kg b.、，＼＂.

魚仙：－lg・UOCal) // 
餌 I ]}; ; 40cc // 

'}:: ; 40cc 
f只tヨml昌rddiet) 

の
＼
T
X

．C
J

出

＼

的

×

－

Q

・∞一

回
＼

N

×
凸
・

ω
一

山
＼

H
X

・Q

・mE

g
 

n
 

a
 

g
A
 

Standard diet 

Fat emulsion 
infused 
group 

20劣 Fatemulsion (containing l°oglucose 1 2cc per kg b. w. 
5% glucose solution 8cc // 

B.E.S. l Ccc // 
Vitamins 

Control 
group 

5% glucose solution IOcc per kg b.廿．

B.E.S. IOcc // 
Vitamins 

Vitamins: Vitamin B1 lOmg, ¥'itamin B2 5田1g,

Vitamin Bs 25mg, Vitamin C 100田E

新る観点から手術侵製なる Stressがp 生体に加わつ 第10表胃切除術施行犬に於る切創抗張力測

た際p その後の創傷、治癒に脂質乳剤の投与が如何なる 定値（平均）

影響を与えるかを次の実験によって検討した． After incision days 

f.!Pち，体重！Okg前後の雄性犬を用＂＇＇第 9表に示す

ように胃切除施行前 1週間米17g(60Cal），魚粉4g(IO

Cal），水80cc（各体重！kg当り）の基準食餌を与えF 胃

切除を施行した当日並びにその翌日は絶食としF 術後

2日目から術後5日目に至る聞は基準食餌の I/5から

4/5量に至る食餌童を投与し，術後6日目以後は基準食

餌全量を与えた．

ゴマ泊乳剤UfJ:術前 1週間より術後9日迄第9表に示

す量を糖， Vitamin,B. E. S.と共に四肢静脈から連日

ii：入しP 対照群にはゴマ油乳剤投与群に投与されたと

同量の糖，電解質並びに Vitaminを経静脈性注入に

よって連日投与した．

実験に供する切創の作製は胃切除施行の直後に行

川側腹部の皮膚に数カ所作製した．皮膚切創の作製

方法並びに抗張力の測定p 組織学的検索方法は前述し

た諸実験と全く同じである．

胃切除術は厳重な消毒のもとに行いp 宵の末梢側約

2/3を切除しp Billroth I法による胃十二所川町合を

行った．

然るに第12図に示すように体重は両群共に術後やや

減少するかp ゴマ油乳剤注入群の方が対照群に比べ体

重の減少程度が少ない．

切創の抗張力増強曲線はゴ＂ YI由乳剤投与群の方が対

照群に比べて!illかに著明である．

以上の事実を更に組織学的に検討す一ると， 4日目に

於てはゴマ泊乳剤投与群並びに対照群の何れも創面間

Fat emulsion infused group 

¥ 41 a¥ 12 
1ぉoi11soJ2210

1判叫悶Control group 

(a unit; grm) 

に肉芽組織が充分発達しているがp 前者は後者に比べ

線維芽細胞のEえが多い． Collagen線維は両群共に認

められない． 8日間ではゴ＂Y也乳剤投与群の線維芽細

胞はその輪郭が何れも不鮮明となり数も減じて，可成

りの成熟を示している．これに対し対照群に於てはそ

の成熟化の遅延が認、められる．また前者にあっては非

常に数多くの Collagen線維が活綾な増生発達を営ん

でいるがp 後者はその数が少なく明らかに増生発達が

遅延している．而して12日間に於てはゴマ泊手し剤注入

群，対照群の何れも線維芽細胞は成熟しそ ，·•~＇z を著明

に減少して来るとはいえP なお前者にその成熟化の優

位が見られる．併し Collagen線維は両群共に既に著

明な発達を遂げておりp 両群の聞に著明な差異を組織

学的に認め難い．

以上の実験結果から宵切除後に於てもゴマ池乳剤投

与がその創傷治癒を促進させることが明らかになっ

た．

一般に生体に Stressが加わると貯蔵脂質の動員が

Stress responseとして惹起され，而もこれが蛋白同

化期に移行した後もなお暫く継続するという事実は，

勿論この動員脂質の酸化燃焼によってその聞の生体の

要求する熱量の補給を果すという意味が多分に存在す
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ることはいう迄もないが，併し他方私が以上の実験か

ら明らかにしたように Stressにもとず〈脂質動員作

用は組織の再建という見地から見ても極めて合目的な

Stress responseと解し得るもので，組織の舟・建は蛋白

質の補給のみでは増も完うし得ずp 府政哉細胞の構成基

本単位である脂蛋白の合成には蛋白質と同時に充分な

不可欠脂酸の繍給の必要なことをよく物語っている．

而して貯蔵脂質中に日常貯えられている不可欠脂酸

をStressを契機としてP 熱源となり得る一般普通的

な脂酸（飽和脂酸，オレイン酸等）と共に動員しF 術

後の蛋白岡II::.期に至って補給蛋白質とこの動員不可欠

1旨酸を以て組織の再建を呆すわけなのである．

第4章総 括

以上の実験結果から脂質の投与が創傷治絵、；こ大きく

貢献するがp これが脂質の有する；源としての効果に

よるものではなし Constantelementとして組織細

胞の構成に与る脂質の補給が呆主れたことによって招

来された現象と解さなければならない．

これは Smedley-MacLeanet a].84J85Jの述べている

ようにp その発育の極めて旺盛な腫疹組織では不可欠

脂酸の消費量が大であるという事実や， Ramalingas-

womi7°>, Sinclair79Jの述べているように軟骨組織，骨

組織の結合組織の発育に際し不可欠脂酸が大きな意義

を有するという事実とよく一致するもので，要するに

脂質，就中不可欠脂酸が組織細胞の重要構成成分とし

ての大きな意義を有する事実を端的に示しているもの

というこ とが出来よう．

さて創傷に於ける組織の再建は受傷とともにその周

囲の結合組織から線維芽細胞が分裂増殖し，毛細管芽

蔚と共に肉芽組織を形成して創傷部を充填しp さらに

これ等の細胞間基質には線維芽細胞によって可溶性の

Mucopolysaccharideよりなる Procollagen線維が

形成され抑制紛31りさらにこれが線維芽細胞の働きに

よって不溶性の酸性 Polysaccharideよりなる強靭な

Collagen線維に発達するものと考えられている20)22)

23)42）必J44l_ 而して細胞の重要な構成成分としての脂質

特に不可欠脂酸の補給はこの線維芽細胞の分裂並びに

増殖，さらには毛細管芽蔚の形成に寄与するものであ

り，ひいてはこれによって創傷の Polysaccaride線

維の形成を促進するものと考えられる．

なお更に不可欠脂酸はミトコンドリアの骨日各を形成

し，そこにuわれる各極酵素系の働きにも密接な関迎

性を令するものとされている6)7)47）働94）.また McMil-

lan54Jは食餌による摂取熱量から体表面より水分蒸澄

によって失われる熱量等を差号｜いた純粋に体内に於て

利用されたと考えられる熱量あその試獣の体重増加

と比較してP 脂質欠乏動物は対照と同－7,:i＼量摂取に於

てその体重増加が対照の略々半分であると述べP 脂質

欠乏動物にあっては摂取した熱量を大量に浪費すると

している．即ちp 脂質特に不可欠脂酸の欠乏は如何に

他の栄養素を充分に摂取しても，それ等の殆んどが生

体内に於て徒らに燃焼されるのみで生体の生長に寄与

し得ないというのである．

またさきに述べたように結合組織の発達には Poly-

saccharideが大きな役割を演じているが， 教室の松

田58）が明らかにしたように不可欠脂酸は糖質代謝に対

しても著しい彩容を及lfすものであり，これが関接的

に Polysaccharide線維の形成にも大いに寄与してい

るものと考えられる．

第5章結 語

生体の組織細胞が脂質と蛋白質の結合体である脂蛋

白によって構成されているという観点から，創傷治癒

に対しては蛋白質の補給のみでは不充分で，同時に脂

質の補給がなされなければならないものと考ん換言

すれI！脂質の有する非熱滅的な役割を実験的に追究

しP 次の結論に到達した．

1. 低蛋白，低熱量食餌投与下にある試獣に対し不

可欠脂畿を充分に含有した脂質を投与すると p その創

傷治癒は著るしく促進される．

2. E旨質欠乏食餌並びにゴマ油合有食餌によつて飼

育したラツトの創傷治癒

脂酸の代「J止lこ密接な関速性を有する VitaminBs併用

の効果をも検討した．

3. 脂質欠乏ラ γ トはゴマ油投与ラットに比べてそ

の創ii;＼治癒は著るしく遅延し，且つゴマ油を充分な

Vitamin Bsと共に併用投与した際に於てその効果は

最も著明であった．

4. このようなゴマ油投与の創傷治癒効果はコ＇ 7油

に含有される不可欠肱酸の存在によることは明らかで

ある．

5. 胃切除を行った犬に於ても同様術後の創傷治癒

をゴマ油乳剤は促進させる．

6. 手術山』~という Stress を伴って惹起される貯

蔵脂質の動員作用は，組織再建という観点からみても

一種の生川坊術上の合目的生休I（応と解しf耳石．

7. 脂質は Var・iableelement として熱滅的窓義
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を有するのみならずp Constant elementとして組織

の構成並びにその正常な機能の遂行に関与している．

稿を終るに臨みp 終始懇切な御指導を賜った教室日

笠頼則講師に深甚の謝意を表します．
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